
土木建築委員会会議記録 

 

土木建築委員長  古手川 正治   

 

１ 日 時 

   令和６年６月２５日（火） 午後１時００分から 

                午後２時０７分まで 

 

２ 場 所 

   第１委員会室 

 

３ 出席した委員の氏名 

古手川正治、森誠一、志村学、桝田貢、原田孝司、玉田輝義、澤田友広 

 

４ 欠席した委員の氏名 

   な し 

 

５ 出席した委員外議員の氏名 

   宮成公一郎、小川克己、太田正美 

 

６ 出席した執行部関係者の職・氏名 

土木建築部長 五ノ谷精一 ほか関係者 
 

７ 会議に付した事件の件名 

   別紙次第のとおり 

 

８ 会議の概要及び結果 

（１） 第７２号議案については、可決すべきものと全会一致をもって決定した。 

（２） 第６６号議案のうち本委員会関係部分については、可決すべきものと総務企画委員会に

回答することに全会一致をもって決定した。 

（３）陳情１４について質疑を行った。 

（４）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から報告を受けた。 
（５）令和５年度予算の繰越しについて、豊ちゃく２０２４について、県道栃野西大山線新蕨 

野トンネル工事の進捗状況について、安岐ダム再生事業スケジュールについて及び盛土規

制法に基づく規制区域について、執行部から報告を受けた。 

（６）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。 

（７）県外所管事務調査の行程を決定した。 
 

９ その他必要な事項 

   な し 

 

１０ 担当書記  

   議事課委員会班    主任 小野佐和子 

   政策調査課調査広報班 主査 甲斐雅俊 
 
 



土木建築委員会次第 
 

日時：令和６年６月２５日（火）１３：００～ 

場所：第１委員会室             

 
１ 開  会 
 
 
２ 土木建築部関係                      １３：００～１４：００ 
（１）合い議案件の審査 

第６６号議案  大分県使用料及び手数料条例の一部改正について 
           （大分スポーツ公園使用料の改正） 

付託委員会：総務企画委員会 
（２）付託案件の審査 

第７２号議案  工事委託契約の締結について 
（都市計画道路 庄の原佐野線 街路改築工事） 

（３）付託外案件の審査 
陳 情 １４ 県道別府一の宮線の防災工事に関する陳情 

（４）県内所管事務調査のまとめ 
①令和５年梅雨前線豪雨の復旧状況について 

（５）諸般の報告 
①令和５年度予算の繰越しについて 
②「豊ちゃく２０２４」について 
③県道栃野西大山線新蕨野トンネル工事の進捗状況について 
④安岐ダム再生事業スケジュールについて 
⑤盛土規制法に基づく規制区域について 

（６）その他 
 
３ 協議事項                         １４：００～１４：３０ 
（１）閉会中の継続調査について 
（２）県外所管事務調査について 
（３）その他 
 
 
４ 閉  会 
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別紙 

会議の概要及び結果 

古手川委員長 ただいまから、土木建築委員会

を開きます。 

また、本日は委員外議員として宮成議員、小

川議員、太田議員が出席しています。委員外議

員の方が発言を希望する場合は、委員の質疑の

終了後に挙手し、私から指名を受けた後、長時

間にわたらないよう要点を簡潔に御発言願いま

す。 

まず審査に先立ち、執行部から発言をしたい

旨の申出があったので、これを許します。 

五ノ谷土木建築部長 古手川委員長をはじめ土

木建築委員の皆様には、土木建築行政の推進に

向けて懇切丁寧な御指導をいただいていること

に改めて深く御礼申し上げます。また委員の皆

様には、去る５月８日から６月３日まで延べ６

日間にわたり土木建築部の所管事務及び重点事

業を調査いただきました。   

御指導や御助言をいただいた点は今後の土木

建築行政にいかしていきたいと考えています。

ありがとうございました。 

私からこの場を借りて１件報告があります。

レゾナックドーム大分の屋根について報道があ

りましたが、目視点検の結果、屋根の開閉に使

うワイヤーロープの一部が老朽化している可能

性があります。目視点検では分からない内部を

さらに調査し、交換が必要か確認するため、お

おむね半年間は屋根の開閉を一時停止して調査

したいと思いますのでよろしくお願いします。 

それでは本議会の土木建築部関係について、

第６６号議案大分県使用料及び手数料条例の一

部改正について及び第７２号議案工事委託契約

の締結について、計２件の議案を上程していま

す。これに加え、県道別府一の宮線の防災工事

に関する陳情を１件、また県内所管事務調査の

まとめとして、委員の皆様にも現場を視察いた

だいた令和５年梅雨前線豪雨の復旧状況を報告

します。そのほか、諸般の報告として令和５年

度予算の繰越しなど５件を報告します。 

慎重に御審査の上、賛同いただくようお願い

します。 

古手川委員長 それでは審査に入ります。 

 本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案１件、付託外案件１件及び総務企画委員会 

から合い議のあった議案１件です。 

まず、総務企画委員会から合い議があった議

案について審査を行います。 

第６６号議案大分県使用料及び手数料条例の 

一部改正についてのうち、本委員会関係部分に

ついて執行部の説明を求めます。 

高村公園・生活排水課長 第６６号議案大分県

使用料及び手数料条例の一部改正についてのう

ち、大分スポーツ公園使用料の改正について説

明します。 

 資料１ページを御覧ください。 

 左上の現状・経緯等です。大分スポーツ公園

の総合競技場は、平成１５年４月から陸上競技

用のトラック等の供用を開始しました。個人使

用の場合、１人１回当たりの使用料を設定する

とともに、利用促進の観点から回数券も設定し

ました。使用料は現行で１人１回１００円、回

数券は１人１１回１，０５０円です。 

 一方、サブ競技場は、総合競技場が国体開催

要件を備えること等を目的に整備し、平成１８

年４月から供用を開始しました。個人使用の場

合、総合競技場と同額の１人１回当たり１００

円に設定しましたが、総合競技場ほど繰り返し

利用することを想定していなかったため、回数

券は設定しませんでした。 

 続いて資料右上、令和５年度財政的援助団体

等監査及び臨時監査での指摘を御覧ください。 

 令和５年度に実施された監査で、指定管理者

である株式会社大宣は、供用を開始した平成１

８年４月からサブ競技場の個人使用で条例に規

定のない回数券を販売し、また県はその事実を

把握せず、必要な指導を行っていなかったと指

摘を受けました。県では監査後、直ちに株式会

社大宣へ指示し、サブ競技場の回数券販売を取

り止めています。 
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 続いて資料左下、個人利用の状況・利用者の

声等を御覧ください。 

 利用状況は表のとおり、平成１８年度は総合

競技場３，５７８人、サブ競技場２，６７９人

とサブ競技場の方が少ない状況でしたが、ラグ

ビーワールドカップが開催された令和元年度に

は、総合競技場３，１４１人、サブ競技場１万

６，３２５人となっています。こうした要因の

一つに、総合競技場は行事等による利用不可日

数が年間平均４１日あり、サブ競技場より約３

０日間多いことが挙げられます。 

 その下、利用者の声のとおり、部活動等で両

方の競技場を使い分けながら多くの人が繰り返

し利用しています。総合競技場は主に大会前の

練習で利用する一方、横に駐車場があり荷物を

持ち込みやすいことから、サブ競技場は日常的

に利用しやすいとの声もありました。現在は総

合競技場だけでなく、部活動等を中心とした多

数の人がサブ競技場を繰り返し利用しており、

回数券のニーズは高いと考えます。 

 続いて、資料右下の使用料改正案を御覧くだ

さい。 

 近年の利用状況や利用者の声を踏まえ、部活

動やクラブ活動の利便性向上やスポーツ振興の

観点から、総合競技場と同様にサブ競技場でも

回数券を設定します。加えて利用者のさらなる

利便性向上のため、両施設で共通して回数券を

使用できるようにします。金額は総合競技場と

同じく、１人１１回１，０５０円です。 

 施行日は公布の日です。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

本案のうち本委員会関係部分については、原

案のとおり可決すべきものと総務企画委員会に

回答することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 御異議がないので、本案のうち

本委員会関係部分については、原案のとおり可

決すべきものと総務企画委員会に回答すること

に決定しました。 

以上で合い議案件の審査を終わります。 

次に、付託案件の審査を行います。 

 第７２号議案工事委託契約の締結について、

執行部の説明を求めます。 

秋月都市・まちづくり推進課長 第７２号議案

工事委託契約の締結について説明します。 

資料２ページを御覧ください。 

本議案は、左上の位置図に赤で着色した都市

計画道路、庄の原佐野線の下郡工区における工

事委託契約の締結についてです。 

資料下段、事業区間全体図を御覧ください。 

本契約は赤で着色したＪＲ豊肥本線をまたぐ

橋梁上部工工事のうち、先般の３月議会で議決

いただいた橋桁の製作に引き続き、橋桁を架け

る工事を行うものです。 

 資料右上の工事委託内容を御覧ください。 

本工事は橋長５４メートルの上部工を架ける

もので、工事の施工により列車の運転等に危害

を及ぼさない対策が必要となり、異常時に速や

かに対応できる体制を整える必要があるため、

それらが可能な鉄道施設管理者へ工事を委託す

るものです。 

契約金額は９億２，２９９万２千円、工期は

契約締結日から令和８年９月３０日までとし、

鉄道施設管理者である九州旅客鉄道株式会社と

工事委託契約を締結するため議会での承認をお

願いするものです。 

 続いて、資料３ページを御覧ください。 

今後の橋梁上部工工事の予定について説明し

ます。 

赤で着色した第３橋梁に続き、黄色で着色し

た本線橋３橋のうち、下郡バイパスをまたぐ第

１橋梁の上部工は先週２１日に入札公告しまし

た。今後、入札手続が順調に進めば１２月議会

に上程する予定です。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御
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質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 別に御質疑等もないので、これ

より採決に入ります。 

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 御異議がないので、本案につい

ては原案のとおり可決すべきものと決定しまし

た。 

以上で付託案件の審査は終わりました。 

次に、付託外案件の審査に入ります。今回は

陳情１件です。 

陳情１４県道別府一の宮線の防災工事に関す

る陳情について、執行部の説明を求めます。 

成瀬道路保全課長 資料４ページを御覧くださ

い。  

本陳情は、由布市湯布院町川上地区の県道別

府一の宮線において県道沿いの山から流出した

雨水や土砂が県道を越えて下流地区に流出し、

民家や農地に被害を及ぼしたことに対策を求め

るものです。 

別途配布しているＡ３横の図面を御覧くださ

い。 

オレンジ色の実線が別府一の宮線です。この

線より下側の薄い紫で着色した部分から、県道

を越えて破線で囲った地区に雨水や土砂が流出

しました。この件に関して、大分土木事務所は

令和２年度から陳情者を含めて協議を重ね、適

時対応してきました。 

今回は３点陳情がきています。 

１点目は、図面に緑色で旗揚げしている箇所

で県道山側の側溝コンクリート蓋を全面グレー

チング蓋に取り替え、側溝沿いに歩車道境界ブ

ロックを設置し、土砂水が路面に流出しない対

策を講じるものです。この点は要望する延長が

約９００メートルと長いため、まずは右上の写

真１、特に影響が大きい約２００メートルのコ

ンクリート蓋を撤去し、山からの水が直接側溝

に入るよう対策しています。その他は状況を見

ながら必要に応じて対応していきます。 

 ２点目は、赤で囲った中央の２か所にコンク

リート擁壁を設置し、現状の簡易フェンスを鉄

骨製の落石防護柵に取り替えるものです。この

点はコンクリート擁壁の設計が完了しており、

今年４月に陳情者へ説明し承諾を得ています。

今後、用地測量及び用地買収を行う予定です。

落石防護柵は、現在柵の細かな仕様を検討中で

す。 

３点目は、地域全体の基本防災計画の明確化

及び継続的に地元住民との意見交換ができる協

議会等の設置です。この点は大分土木事務所が

中部振興局、由布市などの関係機関と連携し、

地域全体の防災計画を検討してきました。その

中で左下の写真２及び３のとおり、河川や砂防

ダムの堆積土砂を撤去しています。さらに、新

規の治山ダム整備に向けて中部振興局が測量・

設計業務を進めています。 

また、由布市は地元自治委員や消防団、地元

県議、市議などで組織する水害対策協議会を立

ち上げ、令和６年５月に第１回協議会を開催し

ています。次回の協議会には大分土木事務所や

中部振興局も参加し、継続的に協議しながら事

業を実施してく予定です。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

太田委員外議員 資料中段に地元の被災者をシ

ャットアウトしたと書いていますが、この協議

会には地元の居住者が入るという定義付けがあ

ります。陳情者御本人は福岡に居住しており由

布市に住民票がないため、シャットアウトして

いるわけではないんですが、その協議会に入れ

ないことに不満があるようです。 

当然被災者なので、これまでも土木事務所と

十分協議しながら対策していますが、ちょうど

この県道下に住居があり、最近は降水量が多く

なって雨水だけでなく落石も一緒に落ちてくる
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ので。ただ御本人の父親が亡くなって相続もま

だ終わっていない状況なので、自分のするべき

ことを先にしてからと本人には伝えています。

よろしくお願いします。 

古手川委員長 ほかに御質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れをもって付託外案件の審査を終了します。 

次に、５月８日から６月３日にかけて実施し

た県内所管事務調査のまとめに入ります。 

令和５年梅雨前線豪雨の復旧状況について、

執行部に説明をお願いします。 

松尾河川課長 令和５年梅雨前線豪雨からの復

旧状況を報告します。 

資料６ページを御覧ください。 

（１）公共土木施設（県管理分）の復旧状況

について、資料左側の表一番下、合計欄を御覧

ください。 

査定件数２６６か所に対して５月末時点で２

５９か所、率にして約９７％の工事を発注して

います。また５月末時点で３９か所、率にして

約１５％の工事が完成しており、今後３月末時

点では２６１か所、率にして約９８％の完成を

予定しています。右下の写真のとおり、未完成

箇所は今年度の出水で再度被災しないよう大型

土のうなどで応急措置を行っています。 

資料７ページを御覧ください。 

（２）改良復旧事業の進捗状況のうち、①小

野川の災害関連事業です。原形復旧箇所は３月

に工事を発注しており、現在は護岸工事に着手

しています。改良復旧箇所は、秋頃の工事発注

に向けて現地測量・詳細設計を実施中です。 

続いて、②畑倉地区の緊急地すべり対策事業

及び露木川・高内川の緊急砂防事業です。右側

の写真のとおり、これらの事業は全て工事に着

手しており、令和６年度の完成に向けて進捗管

理を行っています。 

引き続き、被災された方が一日も早く安心し

て暮らせるよう復旧・復興に取り組んでいきま

す。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 別に御質疑等もないので、以上

で県内所管事務調査のまとめを終わります。 

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

ったのでこれを許します。 

まず、①の報告をお願いします。 

大谷土木建築企画課長 令和５年度予算の繰越

しについて報告します。 

 資料８ページを御覧ください。 

 令和５年度から令和６年度への繰越しに係る

限度額について、令和５年第３回、第４回及び

令和６年第１回定例会で承認いただきました。 

 表の右下、太枠で囲んだ合計欄に記載のとお

り、限度額は一般会計と特別会計を合わせて６

９５億８，３７８万６千円です。その下、確定

額は５０９億８，３１１万６千円で、限度額に

占める確定額の割合は７３．３％です。これは

繰越しの早期承認により、工事着手時期を前倒

ししたことで事業進捗が図られたためです。 

 また最下段の右側のとおり、事故繰越しは１

４億６９６万１千円です。これは災害復旧事業

や災害関連事業において、令和５年梅雨前線豪

雨の再度被害による工事遅延など、やむを得な

い事由で事故繰越しとなったものです。 

今後も引き続き、施工時期の平準化を図りな

がら事業執行に鋭意努めていきます。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 別に御質疑等もないので、次に

②の報告をお願いします。 

瀬戸道路建設課長 豊ちゃく２０２４について

報告します。 

資料９ページを御覧ください。 
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豊ちゃくは今後５年間の道路開通目標の公表

により、県民への説明責任の向上及び職員の事

業進捗管理の徹底などを図るため、平成１６年

度から実施している取組です。 

左の表、豊ちゃく２０２３の達成状況を御覧

ください。 

令和５年度は４０区間９．７キロメートルの

開通目標を掲げて整備に取り組んだ結果、４１

区間１０．３キロメートルが開通しました。 

次に右の表、豊ちゃく２０２４の開通目標を

御覧ください。 

表の右下に記載していますが、令和１０年度

までの５年間の開通目標を７２区間２３．０キ

ロメートルとし、事業スケジュールや期待され

る効果を示したいと考えています。赤枠で囲っ

たとおり、令和６年度は３１区間７．８キロメ

ートルの開通に向けて工事を進めていきます。 

次に、資料１０ページを御覧ください。 

 これは令和５年度に開通した代表箇所をまと

めたものです。資料左上の国道５００号（明礬

工区）や右下の県道四浦日代線（仙水工区）な

ど、４１区間１０．３キロメートルが開通しま

した。 

最後に、資料１１ページを御覧ください。 

これは令和６年度に開通予定の代表箇所をま

とめたものです。資料右下の県道臼杵津久見線

（下り松工区）や左下の県道緒方朝地線（上尾

塚工区）など、３１区間７．８キロメートルの

開通に向けて工事を進めていきます。 

 今後も事業進捗管理の徹底を図り、開通目標

の実現に努めていきます。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

森副委員長 豊後大野市の緒方朝地線を資料に

載せていただき、ありがとうございます。 

 重要物流道路と主要地点を結ぶ代替・補完路

に豊後大野市内で指定されているのは、三重新

殿線バイパスと緒方朝地線の二つだけです。三

重新殿線バイパスは、豊後大野市の中心部であ

る三重町につながる重要な代替・補完路です。

そして緒方朝地線は、豊後大野市民病院のある

緒方町中心部につながる道路であるため、恐ら

く代替・補完路に指定されていると考えていま

す。 

 以前も一般質問で取り上げた内容ですが、今

緒方朝地線では工事が行われており、工事用信

号施設が２か所設置されています。そこを通る

と時間的に非常に読みにくいので、地元の方は

遠回りするなど工事用信号施設のある道を避け

ている状況が数年続いています。片側交互通行

も数年続いていますが、土木建築部として、緒

方朝地線の代替・補完路としての位置付けをど

のように考えているのか、まず１点伺います。 

また、計画的な整備を是非きちんと行ってい

ただきたいと思います。この前の県内所管事務

調査でも、豊後大野市朝地町綿田に向かう際、

わざわざ遠回りして大野町を通り、緒方朝地線

を避けて行きました。このような状況が長く続

くのはおかしいと考えますが、その点について

も伺います。 

瀬戸道路建設課長 豊後大野市内の重要物流道

路の代替・補完路に指定されている路線につい

て説明します。 

まず 1 点目、代替・補完路の位置付けです。

そもそも重要物流道路は、平常時には物流の円

滑化に資する道路――特に大型車が円滑に通れ

る道路整備として、また災害時には災害支援物

資が確実に輸送できる災害に強い道路という二

つの意味合いで指定されています。そういった

観点から、それを補完する代替・補完路も非常

に重要な意味を持っていると認識しています。 

 ２点目の計画的整備ですが、なかなか時間が

かかっており地元の方にも御心配、御迷惑をお

かけしていることはおわびしたいと思います。 

 一方で、代替・補完路にも予算上の優遇措置

があるので、しっかりと活用しながらスピード

アップして取り組んでいきたいと考えています。

引き続き御支援いただければと思いますので、

よろしくお願いします。 

森副委員長 あえて質疑しましたが、地元の方

もいつできるんだと心配していますので、でき

るだけ代替・補完路の位置付けをうまく活用し

て、早期整備に向けて御尽力いただきたいと思
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います。よろしくお願いします。 

古手川委員長 ほかに御質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 ほかに御質疑等もないので、次

に③の報告をお願いします。 

瀬戸道路建設課長 令和４年９月に契約した県

道栃野西大山線新蕨野トンネル工事の進捗状況

について報告します。 

 資料１２ページを御覧ください。 

 本工事は、日田市の県道栃野西大山線で整備

を進めている延長７５０メートルの道路改良事

業のうち、トンネル４３７メートルを含む延長

４４５メートルの工事です。資料下の平面図の

とおり、日田市街地側から掘削を開始して昨年

１２月に完了しました。現在は覆工コンクリー

トを施工しており、６月２０日時点で約２６０

メートル進んでいます。 

 次に、資料１３ページを御覧ください。 

 本工事で契約金額の減額が見込まれるので、

その主な要因について２点説明します。 

１点目は、補助工法等の施工延長の変更によ

る１億５千万円の減額です。当工区の地質はク

ラックが多く、細かく破砕された脆弱な岩盤が

分布していると想定していたため、左側の図の

ように、トンネル上面を掘削前に補強して崩落

を防ぐ補助工法の導入やインバートと呼ばれる

トンネル下部のコンクリート施工を計画してい

ました。実際に掘削したところ、右上の写真の

ように想定より強固な岩盤だったため、補助工

法等の施工延長を縮減するものです。 

２点目は、工期内の労務単価や資材費の変動

に対処するため、公共工事請負契約約款に規定

するインフレスライド条項適用による６千万円

の増額です。 

全体では約９千万円の減額を見込んでおり、

令和６年第３回定例会で金額変更に関する変更

契約議案を上程したいと考えています。 

また、資料にはありませんが、これまでの常

任委員会でも説明した中津日田道路の日田山国

道路第１号トンネル避難坑の工事中断について

です。先日、工事再開に対して地元の合意が得

られたため、準備が整い次第、掘削工事を再開

することになったので報告します。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

原田委員 予算的に思ったんですが、これはも

ともと１５億円の工事で、インフレスライド条

項の適用により６千万円、大体４％ぐらいの増

額になっているかと思います。県が発注する工

事は大体４％程度の増額が考えられるのかと思

っているんですが、いかがでしょうか。 

五ノ谷土木建築部長 ４％との話ですが、工事

によっては今、特に鋼材やコンクリート関係が

非常に高騰しています。特にトンネル工事は鋼

材とコンクリートを非常に多く使いますので、

今回の工事ではこの程度の増額になります。 

 一方で、それらを余り使わない工事であれば

そこまでの増額にはなりません。ただ人件費な

ども上がっていますし、一概に４％ではありま

せんが、やはりインフレスライド条項を適用す

る工事は多いです。 

古手川委員長 ほかに御質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 ほかに御質疑等もないので、次

に④の報告をお願いします。 

松尾河川課長 安岐ダム再生事業スケジュール

ついて報告します。 

資料１４ページ左上の１事業概要を御覧くだ

さい。 

本事業は安岐川流域の抜本的な治水対策とし

て、国東市安岐町にある安岐ダム既設堤体のか

さ上げにより洪水調節容量――洪水時に一時的

に貯めることができる容量を現在の１６５万立

方メートルから約１．４倍の約２３８万立方メ

ートルに増強し、下流域の浸水被害を防止する

ものです。あわせて現在のダム構造を見直し、

ゲート操作を必要としない自然調節方式にする
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ことで、ダム管理の省力化と構造の合理化を図

る計画です。詳しくは工事内容イメージ図を御

覧ください。 

左下の２九州における先進事例を御覧くださ

い。長崎県が管理する萱瀬ダムの事例です。安

岐ダムと同様の構造で再生事業を実施し、既に

運用されています。 

右上の３令和６年度の事業内容を御覧くださ

い。 

今年度から安岐ダム再生事業として国の補助

事業に新規採択されたので、工事実施に向けた

詳細な現地測量、地質調査・解析及び堤体の概

略設計を実施します。堤体の概略設計及び地質

解析は極めて高度な技術力を要するためプロポ

ーザル方式で業務委託先を選定する予定です。 

次に、右下の４事業工程表を御覧ください。 

今後の設計検討や関係者との協議状況にもよ

りますが、令和９年度から用地補償、令和１２

年度から付替道路工事等の補償工事、令和１３

年度から本体工事に着手し、令和２１年度の事

業完了を目指しています。国が行う令和８年度

の基本設計会議で、堤体設計や施工方法等の技

術的審査を受けられるよう計画的に調査検討及

び設計業務を行い、関係機関との協議調整を進

めていきます。 

今後も関係者への説明を丁寧に行い、事業の

推進に努めていきます。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 別に御質疑等もないので、次に

⑤の報告をお願いします。 

秋月都市・まちづくり推進課長 盛土規制法に

基づく規制区域について報告します。 

資料１５ページを御覧ください。 

 まず、左上の１盛土規制法です。土地の用途

にかかわらず、危険な盛土等を全国一律の基準

で包括的に規制することを目的に宅地造成等規

制法が抜本的に改正され、宅地造成及び特定盛

土等規制法――通称盛土規制法として令和４年

５月に公布、昨年５月に施行されました。この

法律に基づき、人家等に危害を及ぼし得るエリ

アを規制区域に指定するため、令和４年度から

区域を検討しています。 

次に、２規制区域イメージを御覧ください。 

二つの規制区域を指定しており、一つは赤線

で囲んだ宅地造成等工事規制区域で、市街地や

集落、その周辺などの人家等に危害を及ぼし得

るエリアです。もう一つは青の点線で囲んだ特

定盛土等規制区域で、地形等の条件から人家等

に危害を及ぼし得るエリアです。規制区域を指

定すると、規制区域内で一定規模以上の盛土等

の工事を行う場合にあらかじめ許可が必要にな

ります。 

次に、３スケジュールを御覧ください。 

旧法による規制区域が大分市と別府市にある

ため、経過措置の２年間で新法による規制区域

を指定する必要があります。８月にパブリック

コメントを実施し、その後法律に基づく手続で

ある規制区域案の公表や市町村への意見聴取を

行う予定です。経過措置期間の終了する来年５

月までに規制区域を公示するとともに、盛土規

制法の規制運用を開始する予定です。 

 最後に、４規制区域（案）を御覧ください。 

水色が宅地造成等工事規制区域、緑色が特定

盛土等規制区域です。地形や土地の利用状況、

集落の分布等をＧＩＳを活用して調査・検討し

た結果、県下全域が規制区域となる予定です。 

隣接する福岡県、熊本県、宮崎県や独自規制

区域を指定している大分市と連携して足並みを

そろえ、経過措置期間が終了する令和７年５月

までに全市町村で規制区域を指定し、規制運用

を開始する予定です。 

 今後も国や他県の情報を精査しつつ、先進地

域の事例も参考にしながら、令和７年度からの

盛土規制法の運用開始に向けて取り組んでいき

ます。 

古手川委員長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。委員の皆様から御

質疑、意見等はありませんか。 
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玉田委員 規制区域内で一定規模以上の盛土を

行う場合、あらかじめ許可が必要だとあります

が、許可しないこともあるんですか。 

秋月都市・まちづくり推進課長 盛土をする場

合、盛土の勾配や締め固め度など、擁壁で支え

る設計条件を付して許可します。その条件を満

たさないと許可できません。 

玉田委員 では、その条件をクリアすれば許可

するということですね。 

秋月都市・まちづくり推進課長 条件をクリア

すれば許可するようになります。（「分かりま

した」と言う者あり） 

古手川委員長 ほかに御質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 委員外議員の方は、御質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 ほかに御質疑等もないので、以

上で諸般の報告を終わります。 

 この際、ほかに何かありませんか。 

玉田委員 冒頭で五ノ谷部長が話したレゾナッ

クドーム大分のワイヤーの件で、さきほどニュ

ースでは開けたままにしておくとの話でしたが

五ノ谷部長の話はそうではなかったので、開け

たままなのか一つ確認します。 

また、開閉を一時停止するのは半年間とのこ

とでしたが、この半年間、屋根があるからイベ

ント等を予約したという話はないのか、２点だ

け確認させてください。 

五ノ谷土木建築部長 まず１点目ですが、私の

説明がまずかったと思います。開閉を一時停止

するとは、今の状態のまま開きっぱなしで止め

るという意味です。すみません、説明が足りま

せんでした。 

 ２点目、イベント関係は現在調査中ですが、

今のところどうしても屋根を閉めなければなら

ないイベントの報告は上がっていません。そう

した御要望があれば御相談させていただき、ど

う対応できるか検討していく必要があると思っ

ています。 

森副委員長 今回の県内所管事務調査ではいろ

んなお願いをさせていただき、いろんな現場も

見させていただきありがとうございました。 

 三重新殿線バイパスの現場では、豊後大野土

木事務所長との議論の中で、できるだけ早い三

重新殿線バイパスの完成に向けてお願いしまし

た。今回、橋梁上部工工事を一般競争入札に付

すための公告が６月になされ、２０億円以上か

かる上部工工事のめどが一つ立ったことを本当

にありがたく思っています。できるだけ早く地

域の皆さんの思いを実現していただきたいと思

っています。 

 県内所管事務調査の中で、私が一つテーマと

して持っていたのが県営住宅の子育て世帯向け

改修で、関係する土木事務所では必ず発言して

きました。所管の部局にもお話をいただいた中

で、国として異次元の子育て対策を岸田首相が

主導して行っており、首相官邸のホームページ

にも子育て支援メニューの中に公営住宅の子育

て支援住宅への改修が明記されています。 

 その事業を受け、大分県でも今後１０年間で

５００戸の県営住宅を子育て世帯向けに整備し

ていこうとしていました。その矢先、当初は４

０戸から５０戸の改修を予定していたが、国か

ら２０戸分しか予算措置されなかったため、今

年度は２０戸程度しか整備できないと聞きまし

た。これは、私ども土木建築委員会としてもし

っかり国にお願いしなければならないと思いま

したし、土木建築部からも是非そういった声を

国にあげていただきたいのがまず１点です。 

 もう一つ、熊本県におけるＴＳＭＣ工場周辺

の県道等の社会インフラ整備です。この前の一

般質問でも申したとおり、熊本県内の県道・国

道を整備するにあたりＴＳＭＣ工場周辺を優先

すると、国土交通省の予算だけでは不足する状

況で、熊本県を挙げて内閣府等の予算が取れな

いかと。地方創生予算では、いわゆる国家プロ

ジェクト級の拠点施設に係る社会資本整備に対

して、単年度で６０億円が予算措置されていま

す。そのうち半分の３０億円が熊本県のＴＳＭ

Ｃ関連に措置されており、周辺の道路や下水道

整備が行われることになっています。 

 これは熊本県だけの話ではなく、シリコンア

イランド九州を形成する大分県でも使えない予
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算ではないと聞いており、臨海部への道路アク

セス整備など大分県の主要プロジェクトに活用

できないか考えています。是非そのあたりの研

究も早急にやっていただき、大分県が乗り遅れ

ないよう社会資本整備予算を取ってもらいたい

と思っていますが、見解を伺います。 

五ノ谷土木建築部長 まず１点目、子育て世帯

向けの県営住宅改修事業についてです。 

 現在新たな長期総合計画を策定中ですが、そ

の中で、令和６年度から令和１５年度までの１

０年間で子育て世帯向け住宅を５００戸造ると

しています。国のこども未来戦略の中でも県営

住宅に対して２０万戸と数字が出ており、大分

県の規模で５００戸としています。ですが今委

員がおっしゃったように、今年度の予算の付き

が悪かったことで、ここは私どももしっかり国

に声をあげていきたいと思います。また今年度

中も予算流用等があるので、そちらも国へ積極

的に働きかけ、取りにいきたいと思っています。

よろしくお願いします。 

 ２点目、内閣府等の予算についてです。 

 私は大学が熊本県だったので、今まであのあ

たりが非常に田舎だったのをよく知っているん

ですが、ＴＳＭＣ関連で中九州横断道路周辺が

渋滞している状況で、熊本県は今道路整備に大

変力を入れているところです。 

 その中で、例えばデジタル田園都市国家構想

交付金など国土交通省以外の交付金が用意され

ているようなので、こちらも御指摘のとおり研

究したいと思っています。 

 いずれにしても、ＴＳＭＣ関連で半導体の大

きな波が今来ていますので、シリコンアイラン

ド九州として大分県と熊本県が一体となり、そ

の波に乗り遅れないようしっかり取り組んでい

きたいと思っています。 

森副委員長 ありがとうございます。是非研究

していただきたいと思います。 

私どもも今度、土木建築委員会として国土交

通省へ要望活動に行くことになっています。そ

の際にも、今の件について相談しながらしっか

り進めていきたいと思います。特に子育て世帯

向け住宅について国土交通省でしっかり述べた

いと思いますので、是非執行部からもよろしく

お願いしたいと思います。 

古手川委員長 ほかに御意見等ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 ほかにないので、これをもって

土木建築委員会を終わります。 

執行部はお疲れ様でした。 

 

〔土木建築部、委員外議員退室〕 

 

古手川委員長 これより内部協議を行います。 

 まず、閉会中の所管事務調査の件についてお

諮りします。 

お手元に配付のとおり、各事項について閉会

中継続調査を行いたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 御異議ないので、所定の手続を

取ることにします。次に、県外所管事務調査に

ついて事務局に説明させます。 

〔事務局説明〕 

古手川委員長 事務局に説明させましたが、何

か御意見はありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 それでは、この行程で決定しま

す。今後細部について変更があった場合は、委

員長に御一任願います。 

また欠席や別行動となる場合は、その都度早

めに事務局に連絡してください。 

この際、ほかに何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 私から提案です。前回の常任委

員会で、中九州横断道路及び九州中央自動車道

の話が出ました。宮崎県、熊本県、大分県で構

成する九州中央３県議員連盟に入っている議員

は、先述の道路関係で総会に参加したり現地を

見たりする機会があったのですが、それ以外の

議員は九州中央自動車道や熊本県側の進捗状況

を見る機会がないと感じました。 

予算と日程が許せば、１泊２日くらいで常任

委員会の県外調査で現地を視察し、九州地方整

備局へ要望に行ってはどうでしょうか。 
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  〔委員協議〕 

古手川委員長 それでは御賛同いただきました

ので、執行部と事務局で調整の上、今後スケジ

ュール調整等したいと思いますのでよろしくお

願いします。 

以上で予定されている案件は終了しました。

この際、ほかに何かありませんか。 

〔「なし」と言う者あり〕 

古手川委員長 別にないので、これをもって土

木建築委員会を終わります。 

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


